
 

 

 

2．地域の概況 
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（１）位置・地勢 

北海道伊達市は、北海道の南⻄部、北海道の中⼼都市である札幌市と函館市の中間に位置し、
北⻄には有珠⼭や昭和新⼭、南は噴⽕湾（内浦湾）に面しています。 

2006 年（平成 18 年）3 ⽉ 1 ⽇に旧⼤滝村（現⼤滝区）と⾶び地合併しており、工業都市の
室蘭市や全国的に有名な温泉観光地の登別市・洞爺湖町などと隣接しています。 

市域は、伊達地域が東⻄約 17.3km、南北約 18.5km、⼤滝区が東⻄約 16.5km、南北約
27.3km で、総面積は 444.2k ㎡となっています。 

伊達市の地形（⼤滝区を除く）は、おおまかに⾒て河川や海岸沿いの平地、その背後の扇状
地斜面、丘陵性台地と⽕⼭性⼭地で成っており、北⻄にある 2000 年（平成 12 年）と 1977
年（昭和 52 年）に噴⽕した有珠⼭や昭和新⼭と、北東にある幌別⼭系の分⽔嶺で囲まれ、噴
⽕湾にむけ、なだらかな斜面がひろがっています。河川は、⼤滝区より市街地の⻄側に流れる
⻑流川をはじめ、市街地内を流れるシャミチセ川、気門別川、市街地東側を流れる⾕藤川、北
⻩⾦川、気仙川、チマイベツ川など数多くの中⼩河川が流れ、農耕地、草地などの豊かな緑地
帯が広がっています。 
 

 
図 4 伊達市の位置図 
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（２）気象 

伊達市は、伊達地域と⼤滝区では気候が少し異なります。 
伊達地域は、厳しい冬の期間が⻑い北海道内では最も恵まれた気象条件をもち、「北の湘南」

と呼ばれるほど、温かく暮らしやすい地として知られています。また、噴⽕湾からの暖流の対
⾺海流の影響を受けるため、春の訪れが早く、夏・秋はさわやかで快適であり、初雪も 11 ⽉
と遅く、降雪量が少ない過ごしやすい気候です。2017 年（平成 29 年）の最高気温は 30.3 度、
最低気温は零下 14.3 度、降⽔量の年間平均は 66mm（札幌 97mm、東京 119mm）程度にな
っています。 

一方、⼤滝区は同じ伊達市でありながら内陸部に位置し⼭に囲まれているため、寒さは厳し
く最低気温は零下 20.4 度、積雪は多く、降⽔量（年間平均）も 119mm と多くなっています。 
 

 
図 5 伊達市（伊達アメダス観測所）の気温、降⽔量（2017 年（平成 29 年）） 

出典 気象庁 

 

 
図 6 ⼤滝区（⼤滝アメダス観測所）の気温、降⽔量、積雪量（2017 年（平成 29 年）） 

出典 気象庁 
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（３）人口・世帯数 

伊達市の 2015 年（平成 27 年）時点の人口は 34,995 人、世帯数は 15,054 世帯です。2000
年（平成 12 年）以降減少が続いており、国⽴社会保障・人口問題研究所の報告によると、人
口・世帯数は今後さらに減少することが予測されます。 

65 歳以上の⽼年人口が増加傾向にあり、2015 年（平成 27 年）時点で、総人口の 34.5％
（12,107 人）を占めています。 

 
図 7 人口（3 区分）・世帯数の推移 

出典 国勢調査 

（４）産業・経済活動 

2015 年（平成 27 年）時点における産業従事者数は 16,124 人で、そのうち、第 3 次産業
（70.8％）が最も多く、第 2 次産業（18.0％）、第 1 次産業（10.3％）と続きます。 

第 1 次産業は一定程度占めており、農業や⽔産業を柱に、さまざまな産業が展開されており、
農業は、特に野菜が中⼼で稲作、畑作、酪農、畜産などが、⽔産業では、ホタテ貝の養殖を中
⼼に秋サケ漁などが盛んです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 8 産業別就業者数割合とその推移 

          出典 国勢調査 
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（５）土地利用 

2015 年（平成 27 年）時点の地目別⼟地利⽤の状況は、その他（50.9％）が最も多く、⼭林
（17.0％）、原野（14.7％）、畑（8.8％）と続きます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9 地目別⼟地利⽤面積 

出典 2015 年版 伊達市統計書 
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（６）その他 

観光入込客数は、伊達地域と⼤滝区合わせて、2010 年（平成 22 年）には 220 万人に達し
ましたが、近年は 170 万〜180 万人で推移しています。 

 

 

図 10 伊達市の観光入込客数の推移 

出典 北海道観光入込客数調査報告書 
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